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TEL：023-662-6688

発見! 探検! 中山町!!
郷土資料というのをご存じでしょうか？

中山町はもちろん、山形県内の事柄につい
て書かれた資料の事で、ほんわ館には専用
コーナーもあります。
まだまだ冊数は少なく、みなさんの研究

や調査にお答えできないこともありま

１１月に開催する『ほんわ館まつり』に、詩人の和合亮一さんをお招きします！
和合さんは福島県在住で高校教師のかたわら、詩、エッセイ、ワークショップ、ラジオ番組など

様々な活動をされています。東日本大震災で自らも被災しましたが、その後も福島からtwitterに
て「詩の礎」と題した連作を発表し、注目を浴びました。

詩人の和合亮一さんが11月にほんわ館にやって来ます

☆困った時、まずはコレ！⇒ 『新版山形県大百科事典』（291.2/ヤ）

☆”道路舗装率”なんて項目もあります！⇒ 『山形県勢要覧』 （359/ヤ）

★中山町クイズ★
【1】 中山町の町の木は何でしょう？
【2】 中山町が発祥とされている、
秋の河原での風物詩といえば？

『にほんごの話』（911.5/ﾀ）

谷川俊太郎＋和合亮一【著】

青土社 【出版】

『ふたたびの春に』（911.5/ﾜ）

和合亮一【著】

祥伝社 【出版】

『詩の礫』（911.5/ﾜ）

和合亮一【著】

徳間書店 【出版】

ぜひ和合さんの
詩に触れてみて
ください♪

＜中山町立歴史民俗資料館 の ご案内＞

口寄せ巫女であるオナカマ習俗資料（岩谷
十八夜観音庶民信仰資料）や、豊富な農耕・
生産・生活の道具などを展示しています。

すが、県立図書館から借用するなどして、
ご希望に添えるよう努めています。しか
し、ほんわ館には強い味方が。道路を
渡った所にある「歴史民俗資料館」です。
両方の施設を上手に活用してみてくださ
いね。

開館時間（祝日・年末年始休館）
月～金 ９：３０～１６：３０

土・日 １０：００～１４：００



今月の
♫おすすめコーナー♫

一般 児童

★『思想史の名脇役たち』

合田 正人/著、河出書房新社/出版 【135.5/ｺ】

★『里山を食いものにしよう』

和田 芳治/著、阪急ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ/出版 【289.1/ﾜ】

★『官房長官 側近の政治学』

星 浩/著、朝日新聞出版/出版 【312.1/ﾎ】

★『アフター更年期からの不調を治す50の習慣』

浜中 聡子/著、主婦の友社/出版 【495/ﾊ】

★『学んでおきたい!グラウンドゴルフ上達編』

朝井 正教/著、バースボールマガジン社/出版 【783.8/ｱ】

★『冷たい太陽』

鯨 統一郎/著、原書房/出版 【913.6/ｸ】

★『帰らずの海』

馳 星周/著、徳間書店/出版 【913.6/ﾊ】

★『ぼくたちけっこうすごいかも』

いとう ひろし/作

徳間書店/出版 【913.6/ｲ】

★『とんだ!とべた!またとべた!』

森山 京/作、黒井 健/絵

ポプラ社/出版 【913.6/ﾓ】

★『妖怪交通安全』

広瀬 克也/作、絵本館/出版 【E/ﾋ】

★『へいわってすてきだね』

長谷川 義史/画、安里 有生/詩

ブロンズ新社/出版 【E/ﾊ】

《ここに掲載されている本は一部です》新しく入った本

『血管を強くする「水煮缶」健康生活』
女子栄養大学栄養クリニック/著
田中 明/監修、アスコム/出版

【498.5/ｹ】

今年も暑い夏がやってきました.

身近な食材で健康維持に努めましょう!

『お父さんが教える作文の書きかた』

赤木 かん子/著

自由国民社/出版

【816/ｱ】
作文が苦手だという子のために家族で

取り組める一冊です。夏休みの宿題に

お役立てください。

この夏、ほんわ館の本で

心にたっぷり栄養をつけよう♪

『田んぼと水辺の生き物』

松沢陽士【写真・文】/学研教育出版
（666.2/マ）

『うちの犬の長生き大事典』

/学研ﾊﾟﾌﾞﾘｯｼﾝｸﾞ（645.6/ウ）

『版猫語大事典 決定版』

/学研ﾊﾟﾌﾞﾘｯｼﾝｸﾞ（645.7/ネ）

ニャンとも愛らしい動物たち♬

『アヒル飼いになる』

/誠文堂新光社（646.7/ア）

『ハムケツ』

/講談社（645.9/ハ）

おしり好きには
たまらにゃい!!

ペットは私たちの大事なパートナーであり、家族の一員です！

もっとお互いの事を知り、共にワンダフルな
ペットライフを送りましょう☆

「ニャッ」っと軽い鳴き方は、

人間でいえば「オッス」!

しっぽを1秒くらいの間隔で速めに振るときは、
イライラしている証拠よ！

動物の病気やケガ、正しいダイエット
方法なども知っておいてね！

『クワッ』


